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第１９６回 長崎大学ＦＤ実施報告書（令和元年１２月２３日提出） 

 

１．題 目：長崎大学メンタルヘルス講演会 

 

２．日 時：令和元年１１月２８日（木）１６：１０～１７：３０ 

 

３．場 所：長崎大学文教スカイホール 

 

４．主 催：長崎大学学生相談支援等協議会 

 

５．対 象：全教職員及び学外者 

 

６．長崎大学ＦＤに関する申合せ第２項への該当について【複数選択可】 

（該当するものに○を記入すること） 

[     ] (1) 教員の教育活動に関するもの 

[      ] (2) カリキュラムの改善に関するもの 

[      ] (3) 教育の組織的改善に関するもの 

[      ] (4) 入学者選抜方法の改善に関するもの 

[  ○  ] (5) その他教育改善及び入学者選抜の改善に関するもの 

 

７．今回のＦＤの趣旨・意義（６．に関連した形で記述すること） 

発達症（発達障害）には，自閉スペクトラム症（ASD），注意欠如・多動症（ADHD），

限局性学習症（SLD），発達性協調運動症（DCD）など様々な種類があり，それぞれが高

率に併存していることが知られている。現在，小中学生の 10人に一人は発達症の傾向

を持つ可能性が指摘されており，大学生の中にもこのような傾向を持つ人が少なからず

存在すると考えられているが，様々な理由で合理的配慮の申請が行われていないケース

も多いと思われ，そのような状況を想定した授業構築が求められている。 

今回，発達症をもつ大学生の「困難さ」を理解し，「強み」を活かす授業構築のあり

方を具体的に解説する。 

 

８．プログラム構成 [題目・担当講師]（当日使用した資料等を添付すること） 

構成：講演－90分（質疑応答含む） 

[題目・担当講師] 

題  目：発達症を知る－「困難さ」を理解し「強み」を活かす授業構築－ 

担当講師：長崎大学病院地域連携児童思春期精神医学診療部 今村 明 教授 
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９．参加者：１３３名 

（内訳） 

所   属 人  数 

大学教育イノベーションセンター    １ 

保健・医療推進センター   １１ 

障がい学生支援室    ４ 

ダイバーシティ推進センター    ３ 

学生支援部   １２ 

地方創生推進本部    ２ 

財務部    ２ 

研究国際部    １ 

学術情報部    １ 

総合生産科学域事務部    １ 

生命医科学域・研究所事務部    ５ 

教育学部    ５ 

医学部    ４ 

歯学部    ２ 

薬学部    ２ 

工学部    ５ 

環境科学部    ２ 

水産学部    ４ 

医歯薬学総合研究科    ３ 

熱帯医学研究所    ２ 

病院    ７ 

原爆後遺障害医療研究所    １ 

感染症共同研究拠点    １ 

学生    ３ 

学外者(大学教職員，学生)    ２ 

学外者(小～高・専門学校教職員）   ３９ 

学外者(県・市・町職員)    ６ 

学外者(その他)    ２ 

計  １３３ 

※ 別紙に参加者名簿を添付してください。 
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１０．実施したＦＤの成果等 

（１） 参加者からの評価（アンケートの集計結果を記述する） 
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（２） 総 括（１０（１）を踏まえＦＤ全体の総括を記述する） 

参加者からの評価については，回答者（１１５名）のうち，「期待した内容でと

ても良かった」（５８％）と「まあまあ良かった」（３７％）を合わせると，回答者

の９５％が「よかった」という高い評価結果であった。 

今回は，教育現場において関心の高いテーマについてＦＤを実施したことによ

り，学外からの参加者も多く見受けられ，発達症をもつ学生・生徒等に対する理解

が深まり，授業構築のあり方等を学べる有意義な講演会であったものと考える。 
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１１．実施代表者の連絡先 

部 局：保健・医療推進センター カウンセリング部門長 

職 名：准教授            氏 名：林田 雅希 

e-mail：hmsk@nagasaki-u.ac.jp    内 線：２２１４ 

 

１２．申請者の連絡先 

部 局：学生支援部学生支援課生活支援班 

職 名：班長            氏 名：平 崇人 

e-mail：t-taira@nagasaki-u.ac.jp  内 線：２１０２ 


